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１．はじめに
地域における広報と放送の機能に関しては、

量的調査やインタビューに基づく実証的分析と
各種資料による推測等によってさまざまな研究
が進められてきた。研究の多くは、審議会等か
らの政策文書を用いて、社会における放送の存
在意義と機能に対する客観的な把握と評価を下
す指標を提供した。
先行研究においては、東京という視点ではあ

るものの、港区をメディアとの関連で論じられ
ることは少なかった。文学、写真、映画の具体
的な作品のなかで、港区を舞台として設定さ
れ、そこで付与される意味について強調する研
究は多くなされてこなかった。
本稿では東京都港区においては、広報として

メディアに何を期待して、いかなる情報を伝え
ようとしてきたのか、伝える情報を通じて港区
の何をつなげようとしてきたのかについて検討
したいのであるが、紙幅の都合で以下の２点の
報告に絞り、今後、別稿でさらなる考察を加え、
「結論」に近づけていきたい。
まず「２．マス・コミュニケーション研究に

おける地域メディア」では、理論と調査の先行
研究として「メディアの機能」とはいかに定義
をされてきたのか、「地域メディア」とはマス・
コミュニケーション研究においていかに位置づ
けられてきたのかについて採り上げる。
つぎに「３．ラジオ東京の開局と港区」では、

日本の放送史において港区がはたしてきた史的
な役割について考察する。港区を一地域とみた
場合に港区内のメディアには、港区という地域
にある地域のメディアという見方と同時に、港
区という地域にあるナショナルなメディアを擁
しているという側面がある。しかし、港区議会
が港区内の放送局について言及している内容が
少なく、放送局の開局についていかに考えてい
たのかについて港区の議事録から入手すること
は難しい。
港区に放送局の所在が集中する現状の中で、
港区内には、情報発信のための情報拠点として
いかなる役割が期待されてきたのかについて、
主に新聞報道に注目していく。

２．マス・コミュニケーション研究における地
域メディア
本章では放送の機能を史的に分析していく。
まず「機能」という言葉に注目すると、マート
ンが指摘するように意味内容が多岐にわたって
いる１。
竹内郁郎は「機能」という言葉の多岐にわた
る意味内容は、マス・コミュニケーションの機
能を規定する際、その機能に複数の解釈をもた
らしていることを指摘する。
さらに竹内は、マス・コミュニケーションの

「機能」という場合、それには「あるものの他の
ものに対する関係という概念と、活動そのもの

東京都港区のメディア産業における広報機能の研究
─1950年代のラジオ東京設立期を中心に─

佐　藤　正　晴

特別推進プロジェクト報告
「現代日本の地域社会における＜つながり＞の位相─新しい協働システムの構築にむけて─」



─　　─130

研究所年報 43 号　2013年３月（明治学院大学社会学部付属研究所）

という概念とを、複合的に含んでいる」２と提
起した。そして、マス・メディアの活動とその
活動と結びつく他の項目との「関係」を指す意
味で「機能」を位置づけるとともに、この意味
づけに基づいての機能分析を想定した３。
マクウェールは、マス・コミュニケーション

理論の分析枠組みの一つとしてあげた構造機能
論的アプローチに関する記述のなかで、「機能」
についてふれている。マクウェールによれば、
「社会は相互に結びつけられた活動要素ないし
サブシステムの全体としてとらえられ、メディ
アはその一つの構成部分であり、各要素が全体
に対して必要不可欠な貢献をしている」４とメ
ディアの機能を言及している。つまり、メディ
アそのものが自らを包み込む社会全体の維持・
存続のために存在していることに加えて、メ
ディアが維持・存続のニーズに応える「機能」
をもつことについて、社会とメディアの相互関
係の観点から考えたのである５。
竹内とマクウェール両者いずれの定義も、メ

ディアと社会の相互関係を前提に、メディアの
機能がどのように社会に対して寄与しているの
かについて論じている。
いずれの場合も、メディアの「機能」という

言葉そのものにさまざまな意味が内包され、機
能に対する解釈が分析する視点によって異なる
ものとなっている。
メディアの機能分析は、港区とメディアがど

のような相互影響の過程にあるのかに関して客
観的な視点から分析するうえで有用と考えられ
る。本稿でも放送の地域メディアとしての機能
を検討するにあたっての分析枠組みとして取り
上げた。港区という地域社会全体の維持・存続
のため、放送がいかに存在し、かつ、どのよう
な維持・存続のニーズに応えるのかに関し、地
域社会と放送の相互関係に着目して機能の分析
を行うことができる。

まずは、出発点として「地域メディア」の概
念および機能を整理すると、地域社会に住む
人々を対象に地理的範囲でメッセージを伝える
コミュニケーション・メディアの総称を指して
いるとある６。
メディアが対象とする地理的範囲は重層的に
重なり合っている上、情報通信技術の進展に
よって特定の地域内のみで働く機能にとどまら
ず、広域的もしくはグローバルな展開も可能と
なりマス・メディアとの境界線は曖昧となって
いる７。
曖昧な境界線の上で、地域メディアが伝える
メッセージは、受け手である地域住民を対象と
する地域性から「地域情報」と称される。地域
情報については、地域住民のニーズや地域伝達
による効用等の点からさまざまな内容と類型分
けが先行研究でみられる一方、地域住民が地域
での日常生活を営むにあたり必要となる情報が
地域各々の観点に立って創造されている点では
共通している８。
地域メディアの機能は、本来マス・メディア
機能との差別化が図られ、特定の地域住民との
密接に関わる「地域情報の提供」や「地域意識
の醸成」といった役割を果たす。
双方のメディアの社会的な認知には差がみら
れており、「地域情報の提供」機能は、地域特性
によって地域住民の求める情報内容が異なるも
のの、情報提供をするという機能は共通して想
定されうる。しかし、「地域意識の醸成」機能
は、地域情報を提供する機能に比べてその社会
的な周知は低く、メディアの一機能として想定
されていない。むしろ、政府主導による政策的
な誘導（コミュニティ政策や地域情報化政策
等）によって地域住民等に社会的な認知が広
まっていった機能と考えられる。
本稿の以上の分析では、先行研究の知見に基
づいた「地域メディア」像を想定し、特に先述
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の地域性を考慮した「地域意識の醸成」の機能
に着目してみた。

３．ラジオ東京の開局と港区
港区において放送が開始されたのは東京放送

局が「東京芝」の愛宕山局舎から試験放送を開
始した1925年３月１日であり、本放送を開始し
た1925年７月12日である。だが、1950年代に入
ると、港区に新たに民間放送であるラジオ東京
（現在の東京放送［TBS］）がネットワークの
キー局を構えた。

●ラジオ東京の開局─ラジオとテレビの共存共
栄─
1951年１月５日にラジオ東京の第１回発起人

総会が開かれた。この日の総会で委任をうけた
「発起人５人委員会」は、引き続いて「創立事務
所を虎ノ門の化学工業会館内におく」ことを決
定している９。この決定をうけて３日後の１月
８日にラジオ東京創立事務所を原安三郎日本化
薬社長の好意によって提供された虎ノ門の「化
学工業会館」に開設した10。
ラジオ東京は、1951年１月10日に電波監理委

員会に申請書を提出するのであるが、同じく民
間放送の設立準備中であった朝日放送、ラジオ
ニッポン、読売放送と東京地区新聞、通信関係
４社とともに、1951年２月初旬と予想されてい
た予備免許を控えての合同合体の話を急きょま
とめていたと報じられた11。電波監理委員会で
は、東京２局、その他は１局しか認可しない方
針があきらかになり、原安三郎日本化薬社長ら
財界人の斡旋で1950年末から合同の話し合いを
進める必要があったのである。さらには、放送
局の規模は10キロ程度で各社の計画は一応白紙
に還して、スタジオは別に物色、至急決定する
予定で虎ノ門化学工業会館に仮事務所を設け
て、７、８月頃に放送開始を目標としていると

いうことであった。
1951年１月25日の「発起人５人委員会」にお
いて、初代社長に元・王子製紙社長の足立正氏
が選任された12。1951年５月10日、「ラジオ東京」
の創立総会が、虎ノ門の化学工業会館において
足立正社長を発起人総代および議長として開催
される運びとなった13。
創立総会においては、あくまでもラジオ東京
と日本文化放送協会に対しては、関東一円を放
送区域として許可を与えたものであると確認さ
れた14。敷地については、すぐにできれば将来、
ラジオ局舎も統合して恒久的な「ラジオ東京繁
栄の地」とすることが望ましく、そうした観点
も含めて平河町、永田町、大倉萬古館（現・ホ
テルオークラ）、紀尾井町などの候補地を慎重
に調査検討した。そして敷地は現在TBSのテ
レビ局舎が建っている赤坂元近衛第三連隊跡に
決定された。この敷地は当時、17.288m2、標高
29メートルで、しかも非常に廉価で入手するこ
とができ、1951年７月22日に買収手続きを完了
した15。
1951年11月12日には、組織構成と人員強化の
進展をうけて、編成局関係職員のみ110名が大
挙して「田町」へ移動、いわゆる「田町時代」
を現出したとある。「田町時代」の田町は局員間
の俗称で、正しくは港区元芝４丁目15番地の元
神奈川製紙工場跡の３階なのであったが、国電
（現在の JR）田町駅に近かったため「田町時代」
なる言葉が生まれたという16。
開局後１年ほどの公開録音は、主として毎日
新館第１スタジオ（収容数300名）を常設会場と
して、連日相当数の番組を消化し、1952年の実
績は602回、約20万人の観客を動員した。また局
外のホール、公会堂を利用する公開録音も1952
年に30数回、1953年には189回に及び、都内はも
ちろん、関東一円から遠く新潟、仙台、広島な
ど地方で出張公開録音も行うようになった17。
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1954年８月の聴取率をみると、NHKの聴取
率が高いが全体をならすと東京では、NHK第
一が18％、ラジオ東京が14.2％、文化放送が
4.4％となり、民間放送２局の合計は、NHKを
ほんのわずか上回って18.6％であった18。
1955年になってもラジオ東京の番組は、聴取

率でみるとNHKよりも低く、文化放送よりは
高くなっていた。人気番組であった「ラジオ浮
世亭」などは、45.7％の聴取率を記録したとさ
れている。聴取率の高い時間帯としては、午後
６時から10時が１位で、それに次いで朝の７時
から８時、正午から１時ということになってい
た19。
1953年12月、ラジオ開局と同時に、テレビ放

送の準備を開始したラジオ東京は、赤坂元近衛
第三連隊跡（敷地300余坪）においてテレビ局舎
建設の第一歩を踏み出した20。1953年からテレ
ビの開始に備えて、社員10数人を欧米にやっ
て、RCA研究室やテレビ演出学校の本場で腕を
みがいた人員が中心になって、放送番組の検討
を始めていたという21。
まずは、ラジオ東京テレビ（略称KRテレビ）

を開局する時期は最初1954年９月１日としてい
た。送信機の準備や送信所の建設具合などをに
らみ合わせて７月15日開局の案も出たが、夏枯
れにぶつかるというので敬遠され、スポンサー
のふところ具合からも秋の大売り出しやスポー
ツ・シーズンに向かう頃が良かろうと変更し
た。ラジオ東京テレビが電波を出す頃には「受
像機は東京管内で３万円台」（1954年１月現在
は約8,000円）とラジオ東京ではみていた22。
1954年１月16日にテレビ鉄塔建設起工式、つ

いで４月８日にテレビ局舎建設起工式が、それ
ぞれ港区赤坂一ツ木の敷地において挙行され
た。地鎮祭が行われた際は、当時の足立社長が
クワ入れをしたと報じられている23。
1955年３月にテレビ塔での放送開始予定と報

じられたラジオ東京は、鉄塔の高さは地上177
メートル（海抜206.5メートル）で、当時NHK
に次ぎ２番目であった。これで東京にテレビの
鉄塔が３本も建つことになるわけだが、「ムダ
ではないか」という世の非難に応えてKRテレ
ビ準備局石原主査はこう弁明している。「これ
は1952年７月31日『日本テレビ放送網』に予備
免許を与えたのを置き土産に廃止された電波監
理委員会の責任だ。（中略）事実KR塔をNHK
塔と共用する話もあったが、そうすれば、NHK
の設計も初めからやり直しという事態になっ
た。本スタジオは、帝国ホテル北側に建てる予
定の三井ビルを使う計画だったが、1954年春ご
ろ着工して出来上がるのが、３年目では待ち切
れぬと、本建築が出来た後でも使う目的で『仮
スタジオ』建築となったものである。建設資金
は７億7,800万円で、増資と借入金で賄う」と報
じられている24。
スタジオは、Ａ（100坪）、Ｂ（60坪）、Ｃ（60

坪）の３つで、Ａ、Ｂは大がかりなプロ用、Ｃ
は報道用であった。１日の放送時間は、正午を
中心の１時間半と夜６時半から10時までの予定
で１日５時間のほかに実況中継放送を平均１時
間とみて、全体では１日６時間であった。この
プロ用が「第６チャンネル」と呼ばれる電波
（182－188メガサイクル）の帯で送られるが、出
力は画像が10キロワット、音声は５キロワット
であった。赤坂の３スタジオのほか、Ａ、Ｂ両
スタジオの副調整室は照明室も入れて50坪、主
調整室は50坪という広さで余裕たっぷりであっ
たとある。なぜこんなに広いかというと将来カ
ラー・テレビに切り替わったあかつきに、手狭
までは困るというので、空けてあるのだそうで
ある25。
1954年11月23日の時点で、塔の最頂上173ｍ、
150ｍ、100ｍ、50ｍにそれぞれ２個の航空障害
灯を取り付ける作業を行った。1954年11月に内
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装を除く建物が完成し、機器の据え付け作業を
開始、1955年１月に全工事が完了した26。
郵政省では、試験放送中だったラジオ東京テ

レビ局の開設について、1955年１月28日付で業
務開始の本免許を与えたと1955年１月29日に発
表した。この発表によると、演奏所は港区赤坂
一ツ木町36の３、千代田区有楽町１の１の２か
所、呼出符号は JOKR-TVで放送開始は４月１
日の予定とある。符号は JOKR-TVで周波数は
Ａ５Ｆ３の185メガサイクル、電力は10キロ
ワットとされた27。放送区域については、港区
を含む東京都全体と関東地方の６県の一部また
は全域および山梨県とされた28。
さらに２日後の１月31日の紙面では、「ラジ
オ東京テレビは、カメラ11台、スタジオは大道
具を運んだ自動車が、そのまま入れるという自
慢の100坪スタジオを入れて３つ、それにラジ
オと共用できるラジオ東京ホール（農協ビル）、
映画のフィルムを鮮明にうつす送像機など（中
略）めぐまれた発足である」と報じられた29。
現に壁四面のうち完全に２面をつなぎ目なし

のホリゾント（スカイラインを効果的に現わす
もの）にしてあるのも自慢で、道具運搬用の
ジープを発注することになったとある30。
1955年２月10日から試験電波を発するなど、

準備を整えたラジオ東京テレビの真下の局舎
は、赤坂元近衛第三連隊跡の300メートルに及
ぶ射撃場跡を中心に建てられた31。元麻布三連
隊射撃場の弾道をそのまま使った長い中央廊下
にしているわけであるが、コンクリートの厚さ
から局舎建築の際にある程度の制約を請けたと
されている。しかし、制約を利用して本読室、
電源室、倉庫などを収容し、スタジオをその南
側に隣接して建設した32。テレビセットの大衆
化はまだ道遠いにしても次第にその数を増し、
その電波は関東一円から中部、東北の一部にま
で及んでいる。さらには、将来の発展に備えて

中央区築地に施設の拡張計画を進めるという33。
1955年２月19日には、開局をひかえた赤坂の
テレビ施設を主題とする撮影会が行われ、スタ
ジオには歌と踊りの実演も用意された。開局の
前宣伝として1955年３月26日の夜間に行われた
「テレビ塔フラッシュ撮影会」では、その卓抜な
アイデアがさらなる人気を博したという。
これはウエスト電気とのタイアップによっ
て、赤坂台上にそびえる173ｍの KRTテレビア
ンテナ鉄塔とスタジオに１万個のフラッシュ・
パルプを取り付けて、一瞬に輝くその光景を撮
影するものである。KRTラジオが刻々と点火の
時間が迫ることを放送して３月26日午後７時55
分に郵政大臣がメインスイッチを入れた。昨日
まで春雨を降らせた暗天の夜空に光芒一閃、
１万個のフラッシュが輝き、JOKR-TVの開局
が間近いことを知らせたとある34。カメラ雑誌
とタイアップして、このフラッシュの光で写真
のコンテストをやるという仕組みだったので、
赤坂界隈を中心に集まったアマチュア・カメラ
マンの人数は、午後７時すぎから塔近くの日枝
神社の高台に約１万名（朝日新聞発表では1,000
名）を超すというありさまで、地元警察は整理
に大わらわであった35。100万円かかったという
光が一瞬、東京の光を染めたが、この間わずか
に５分の１秒であったという36。
1955年４月１日午前10時30分からの開局実況
は（中略）夜は７時30分から都体育館で歌と音
楽、バレーのグランドテレビ・パレードの中継
（中略）、４月２日夜は７時30分から１時間国際
劇場から「東京おどり」の中継とある37。
開局当初の受像機普及台数は、３万ないし
５万台と希望的に見ていたが、増加率から心細
く思われていた中での盛況であった38。
1957年９月には、初めて東宝の演劇部にテレ
ビ制作室が設けられた。東宝演劇部に所属する
豊富なスター陣とショーの制作スタッフを中心
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にしてバラエティやドラマの生番組を開局間も
ない日本テレビや東京放送に制作提供すること
が、当初の主な業務であった39。
1958年秋に第３次テレビ局舎の増築工事が完

成し、赤坂元近衛第三連隊跡の敷地は、テレビ
ジョン・センターともいうべき姿を呈してき
た。日比谷にあった本社機構もここに移転し、
「ラジオ東京」もますます赤坂の地に根をおろ
す形となってきた。
テレビ局舎一帯の台地を俗に「赤坂台地」（赤

坂元近衛第三連隊跡）と称し、さらに商店街、
住宅地域に円周を広げて「赤坂村」と呼んでい
る。これを記念する意味とともに、見学者およ
び一般来局者への便宜を考え、都電、都バスの
「山王下」停留所は「東京放送前」（「ラジオ東京
前」）と正式に副呼称を付加してもらうことを
東京都交通局に申請し、翌1959年２月から停留
所の看板に「ラジオ東京前」の標示がなされる
ことになった。また乃木神社へ向かう「新町通
り」は「テレビ通り」と改称されたという。
これと並行して、山王下入口から新町５丁目

にいたる商店街の名称「山王下通り」も地元関
係者の理解ある協力によって、1960年春から
「赤坂テレビ通り」と呼称されるようになった40。
テレビの視聴状況は、朝10－15％、昼は30－

50％、夜は50－80％といわれていた。テレビが
ラジオのセッツ・イン・ユース（特定時間にス
イッチが入れられている受信機の数）に影響す
る場合はどうかとみると朝２－３％、昼は７－
８％、夜は12－15％となっている。この数字か
らみても夜のゴールデンアワーには、テレビ所
有家庭においてはかなりの進出をみせている
が、朝はまだまだラジオが聴かれており、テレ
ビのない家庭も加えると、まだかなりの聴取率
を保っている。スポンサーも少しずつ夜のＡタ
イムはおりる始末で、ラジオは料金時間区分改
訂を行って夜のＡタイムをなくし、Ａタイムは

聴取率の高い朝間に設けるなどこれに対した41。
さらにラジオ東京は、ラジオ運営委員会を設
け、ラジオの運営、将来の計画を検討、編成、
営業、技術を総合して、これからの進むべき方
向を研究、企画することになった42。
1958年12月25日、郵政省はラジオ東京に対し
ても新たなカラーテレビジョン実験放送を行う
ことを認可した。ラジオ東京は1959年春から放
送を開始するものとみられた。
これでカラーテレビジョンの実験放送は３局
で行われることになった。しかし、あくまでも
本放送ではないとの建前から郵政省は免許にあ
たって３局に対して、これが本放送であるかの
ような印象を与えたり、あるいは一般大衆にカ
ラーテレビジョンの受像機を設置することをす
すめたりしないよう特別の注意を払うことを要
望した43。
1961年10月 に、赤坂台上に延べ面積約

48,000m2を有する放送センターが完成した44。
1964年11月現在で港区にあるラジオ東京の主要
関連会社と関係施設は、港区赤坂新町１－13
（久保ビル）にラジオ東京サービス、港区赤坂一
ツ木本町36に東京テレビ映画、東放興業、東京
エレクトロン研究所、ティー・ビー・エス会館、
赤坂寮が置かれた45。
東京において、TBSは中波・広域放送だと考
えられてきた。関東一円に放送が及ぶというこ
とになると、中波放送は東京あるいは東京近郊
ではどうなるのか、東京の場合、中波放送を１
つにして広域放送にするのか、いくつか存続さ
せるのかが検討されていた46。
「TBS ができて、火が消えたようといわれ
ていた一ツ木通りが、たいへんなにぎやかさで
地価も上がった」といわれている。商売の繁盛
にもつながったことだろう。しかし、これは何
も地価そのものが物理的に上がったわけではな
く、「１つの建築物ができることによって、その
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地価が動く、または減る場合もある」47ともあ
る点から、TBSの存在が港区において一企業の
域を超えた文化的・経済的な存在であったこと
をうかがい知ることができよう。

【註】
１ Merton, R. K. （1957） ‘Manifest and Latent 
Functions: Toward the Codification of 
Functional Analysis in Sociology’, in Merton, 
R. K. （ed.）, Social Theory and Social Structure, 
Revised and Enlarged Edition, The Free 
Press, pp.19-84: pp.20-23（＝1961、森東吾・森
好夫・金沢実・中島竜太郎訳「顕在的機能と潜
在的機能─社会学における機能分析の系統的
整理のために─」『社会理論と社会構造』みす
ず書房、pp.16-77）pp.17-19

２ 竹内郁郎（1967）「マス・コミュニケーション
の機能」吉田民人・加藤秀俊・竹内郁郎『今日
の社会心理学４　社会的コミュニケーション』
培風館、pp.402-403

３ 川島安博（2008）『日本のケーブルテレビに求
められる「地域メディア」機能の再検討』学文
社、p.19

４ McQuail, D.（1983）, Mass Communication 
Theory: An Introduction, London: Sage, p.64
邦訳マクウェール・Ｄ．（1985）竹内郁郎・三
上俊治・竹下俊郎・水野博介訳『マス・コミュ
ニケーションの理論』新曜社、p.66

５ 同上pp.73-74、同上邦訳pp.78-79
６ 田村紀雄（2003）「地域メディアの俯瞰」田村
紀雄編『地域メディアを学ぶ人のために』世界
思想社、pp.2

７ 船津衛（1999）『地域情報と地域メディア』恒
星社厚生閣、pp.53

８ 川島安博『前掲書』、p.70
９ 東京放送（1965）『東京放送のあゆみ』、p.37
10 民放連（1961）『民間放送10年史』、p.357
11 1951年１月11日付『朝日新聞』
12 1951年１月27日付『朝日新聞』
13 東京放送『前掲書』、p.40。注目された専務に
は、元毎日新聞専務の鹿倉吉次が就任、技術局
長には前北海道電気通信局長遠藤幸吉が天
下ったと報じられた（1951年５月16日付『東京
新聞』）。

14 富安謙次発言1951年５月11日衆－電気通信委
員会14号

15 東京放送『前掲書』、p.69。敷地の設定について
は、一時はラジオ東京の発祥の地である虎ノ門
の化学工業会館跡に決まりかけたこともあっ
たが、その後、現在地（赤坂）の入手が可能に
なったという（東京放送『前掲書』、p.107）。

16 民放連『前掲書』、p.358
17 東京放送『前掲書』、p.353
18 1954年９月５日付『東京新聞』「第５回ラジオ
聴取状況調査」（８月５日～８月12日）

19 『映画ファン』1955年６月号、p.124
20 東京放送『前掲書』、p.276
21 1954年１月７日付『朝日新聞』
22 1954年１月５日付『朝日新聞』。NHKとラジオ
東京でテレビ鉄塔を共用しようという話は、実
際上難しいということになった（長谷慎一発言
1953年11月26日衆－電気通信委員会、７号）。

23 1954年４月８日付『毎日新聞夕刊』
24 1954年１月５日付『朝日新聞』
25 1955年１月７日付『朝日新聞』。ラジオ東京の
テレビ局舎建設で用いられた資材は、大部分が
輸入されたものであったと指摘されている（長
谷慎一発言1954年10月11日、衆－電気通信委員
会28号）。

26 1954年11月24日付『毎日新聞』、東京放送『前
掲書』、p.276

27 1955年１月30日付『朝日新聞』
28 1955年１月29日付『毎日新聞夕刊』
29 1955年１月31日付『毎日新聞夕刊』
30 1957年９月２日付『東京新聞』
31 1955年３月20日付『毎日新聞夕刊』
32 遠藤幸吉（1955）「ラジオ東京テレビジョン」
『テレビジョン』９（４）、p.106

33 1955年３月20日付『毎日新聞夕刊』
34 東京放送『前掲書』、p.354
35 同上、p.356
36 1955年３月27日付『朝日新聞』
37 1955年２月24日付『毎日新聞夕刊』
38 『映画ファン』1955年６月号、p.124
39 民放連『前掲書』p.358、東宝（1982）『東宝五十
年史』（非売品）、p.229

40 東京放送『前掲書』、p.358
41 1958年11月６日付『サン写真新聞』
42 1958年12月18日付『毎日新聞』
43 1958年12月26日付『朝日新聞』



─　　─136

研究所年報 43 号　2013年３月（明治学院大学社会学部付属研究所）
44 東京放送『前掲書』、p.291
45 同上、pp.624-625、pp.630-631
46 畑和発言1969年２月26日衆－予算委員会第五

分科会３号
47 田中一発言1969年６月12日参－建設委員会－
19号



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions false
        /ConvertStrokesToOutlines true
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 150
        /LineArtTextResolution 300
        /PresetName <FEFF005B4F4E89E350CF5EA6005D>
        /PresetSelector /LowResolution
        /RasterVectorBalance 0.750000
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


